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1

進路課が発行する『進路の手引き』を
ホームルーム活動や面談に活用し，進路
意識の高揚に努める。

『進路の手引き』のホーム
ルーム活動や面談での活用
回数　年１回以上

『進路の手引き』のホームルーム活動や面談での活用
回数は全学年平均で年1.3回(前年度年1.3回)であっ
た。進学・就職等の進路活動をサポートするため，進
路活動に必要な基本的事項や最近の進路状況等をまと
めた『進路の手引き』を作成し在校生に配布した。

Ｂ （評定）

進路選択の指針となる様々なデータが詰まっており，
生徒や保護者に活用してもらうことを目的にしてい
る。進路の行事や進路学習・面談等でより活用される
ように働きかけるとともに，内容を吟味してより見や
すいものになる工夫をする。

2

進路ガイダンス・進路講演会を有効的に
活用し，生徒の進路意識の高揚につなげ
る。

生徒・教職員アンケート
「進路ガイダンス・進路講
演会が役に立った」８０％
以上

アンケートの肯定的評価は生徒76％(前年度75％)，教
職員97％(同100％)であった。進路ガイダンス・進路講
演会の実施回数は，１・２年生が年３回(同３回)，３
年生が年２回(同２回)であった。

Ｂ Ｂ

生徒が自らの進路や生き方を真剣に考える契機となる
よう，人選や内容を十分に検討する。

1

個別面談を適宜実施し，生徒が進路につ
いて具体的・主体的に考え行動する姿勢
を育てる。

個別面談の実施回数　年５
回以上

個別面談の実施回数が年５回以上のホームルーム担任
は50％(前年度76％)だった。各学期当初の面接週間，
夏休み中の三者面談，その他適宜機会を設けて個別面
談を実施した。

Ｃ

個別面談の中で生徒の学習や進路の悩みにしっかりと
向き合い，適切な時期に適切な指導ができるようにす
る。

2

三者面談や進路保護者会を実施し，保護
者の進路に対する要望の把握に努める。

保護者アンケート「三者面
談で担任は保護者の意見や
相談を聴いてくれた」８
０％以上

保護者アンケートの肯定的評価は93％(前年度94％)で
あった。ＰＴＡ総会・夏休みの三者面談・進路保護者
会等でそれぞれ実施した。 Ａ

保護者が求める情報の提供，進路についての悩みや要
望の把握に努め，三者面談の効果を高める。

1

総合的な学習の時間やホームルーム活動
等において，段階的・系統的な進路指導
を実践する。

生徒アンケート「総合的な
学習の時間が進路選択に役
に立った」８０％以上

生徒アンケートの肯定的評価は67％(前年度67％)で
あった。総合的な学習の時間やホームルーム活動等に
行う進路学習は，３年間の進路の流れに合わせて学年
の段階に応じた資料を活用して行った。

Ｃ

総合的な学習の時間やホームルーム活動は進路学習の
上でも貴重な時間である。生徒が自らを見つめ，自分
に適した進路を考える場となるよう，内容や方法を再
検討する必要がある。

2

年度初め・年度末に進路課会・学年会を
開催し，３年間を通した系統的・計画的
な進路指導ができる方策をまとめる。

教職員アンケート「３年間
を通した系統的・計画的な
進路指導ができている」８
０％以上

教職員アンケートの肯定的評価は90％(前年度87％)で
あった。進路課会や学年会の中で，スタディーサポー
トや模試，進路行事の内容等を再検討し，進路規定の
見直しも行った。

Ａ

進路意識の形成から進路決定・実現に至るまで，３年
間を通した系統的な学習指導・進路指導の在り方を考
えていく。

1

各学期に進路希望調査を実施し，進路の
早期決定と計画的・意欲的な学習への支
援を促進する。

教員アンケート「進路希望
調査を進路指導に生かすこ
とができた」８０％以上

教員アンケートの肯定的評価は100％(前年度94％)で
あった。各学期初めに進路希望調査を実施し，その結
果を面接週間での個別面談や，三者面談・学力検討会
等で活用した。 Ａ

学習習慣が身につかない生徒にはその原因や対策を考
えさせる指導も必要である。調査や面談を通して，学
習法の助言だけでなく生活面の助言や精神面の支援も
行い，学習意欲を向上させるための動機づけや手だて
をより工夫していく。

2

進路室の情報提供機能を充実させるとと
もに，昼休み・放課後・休日等にも開放
し，利用者数の増加を目指す。

生徒アンケート（３年）
「進路室を年３回以上利用
した」８０％以上

生徒アンケート(３年)で「進路室を年５回以上利用し
た」と答えた生徒は70％(前年度78％)であった。自習
用ブースの利用者が増えた。また，昼休み・放課後等
の面接・小論文指導や，進路調べ等で進路室を利用す
る生徒が多かった。

Ｂ

進路室利用者は毎年３年生が中心となるが，１・２年
生にも進路調べや相談のための進路室利用をさらに促
したい。

1

校内実力テストについて，出題方法や内
容を工夫し，学力向上に繋げるととも
に，進路指導に活用する。

教員アンケート「校内実力
テストの出題で工夫した」
８０％以上

教員アンケートの肯定的評価は96％(前年度100％)で
あった。出題範囲や内容も改善して，生徒が目標を明
確に持ってテスト勉強ができるようにした。また，生
徒がテスト勉強に意欲的に取り組むよう，テスト結果
を各学期の成績に加味している。

Ａ

今後も校内実力テストを形骸化させず，真に実力をつ
けさせるテストにするための改善に努める。また，生
徒が校内実力テストを軽視せずにテスト勉強にしっか
り取り組むよう指導する。

2

校外模試を学力向上に繋がるよう活用す
るとともに，データの分析結果を進路指
導に生かす。

学年または教科での学力検
討会の実施回数　各学期１
回以上

学力検討会の実施回数は前年度と同様に１学年が1回，
２学年が2回，３学年が各学期1回ずつであった。学力
検討会では，生徒の成績や進路希望の状況を詳細に分
析し，進路実現のために必要な学力を身につけさせる
手だてを学年全体で検討した。

Ｂ

学力検討会を年間計画の中に定期的に組み入れ，学年
や教科で確実に実施できるよう改善する。

1

年間を通じた補習計画を作成し，学年や
教科の目標に応じた放課後の補習授業を
実施する。

生徒・教員アンケート「補
習授業は充実していた」８
０％以上

アンケートの肯定的評価は生徒64％，教職員92％(同
93％)であった。学期中や長期休暇中の補習を計画的に
運営し，生徒の学力に配慮した補習を行った。 Ｃ

教員の研修や出張が多いため，特に長期休暇中の補習
の時間割編成や，習熟度別クラスの編成が困難になっ
ている。補習の日程や方法を再検討する必要がある。

2

進路目標に応じた長期休暇中の補習を計
画し，長期休暇中の学習活動を充実させ
る。

生徒アンケート「長期休暇
中の補習授業は充実してい
た」８０％以上

生徒アンケートの肯定的評価は59％(前年度79％)で
あった。特別補習の実施回数を増やしたり，３年生補
習で受験小論文対策講座を設置するなど，内容の改善
に取り組んだ。また，校外の講師を積極的に招聘し，
補習の充実に努めた。

Ｃ

長期休暇中の補習については，大学入試改革などの方
向性を見極めたうえで，適切な内容を検討する必要が
ある。外部人材を活用し，内容の充実を図る必要があ
る。

1

『進路の手引き』を発行し，本校生の活動状
況や卒業後の進路を生徒・保護者・関係中学
校等に情報発信する。

進路の手引きの発行　年１
冊

『進路ニュース』を新たに発行した。発行回数は年6回
であった。情報発信に一定の効果はあったと思われ
る。進路の手引きは1回発行した。内容の検討を行い，
2割程度の記事を差し替えた。

Ｂ

『信徒ニュース』は本校の特色や良さをＰＲする重要
な役割を果たしている。今後も本校のＰＲ・情報発信
に役立てたい。

2

ホームページの更新を積極的に行い，最
新の情報提供に努める。

ホームページの更新回数
月平均１５回以上

ホームページの更新回数は月平均５回で，目標を達成
することができなかった。情報発信の重要性は認識し
つつも，そこまで手が回らない現状がある。 Ｃ

各校務分掌や部活動で外部への適切な情報発信ができ
るよう，体制を整える必要がある。

Ｂ

Ｂ

Ｂ

【備考】　「評価」及び「総合評価の評定」の基準　　Ａ：十分達成できた　　Ｂ：概ね達成できた　　Ｃ：達成できなかった

進路の早
期決定と
進路室の
有効活用

校内実力
テストの
充実と校
外模試の
活用

⑤

大学受験の出願
手続きでイン
ターネット出願
が増えており，
手続きが煩雑に
なっていること
を不安に感じて
いる保護者も多
い。今以上に学
校においてもイ
ンターネット環
境の整備や手続
きに関してのサ
ポートをお願い
したい。（学校
評議委員）
現在も一人一人
に対しての丁寧
な指導ができて
いると感じると
ころはあるが，
年間面談回数の
平均値が減って
いるので，時間
や効率を工夫し
生徒と向き合う
時間をとって欲
しい。（保護
者）

Ｂ

きめ細か
な進路相
談の実施

体系的な
進路指導
の推進

Ｂ

③

令和元年度　徳島県立池田高等学校（全日制）　学校評価　総括評価表 2

Ｂ

２

高い志を
持って将
来への夢
と希望を
育て，生
徒一人ひ
とりの能
力や適性
に応じた
進路目標
の実現を
図る生徒
を育成す
る。

④

（所見）

きめ細かな進
路相談の実施
に努め，進路
の早期決定を
支援した。ま
た，校内実力
テストを充実
させ，ホーム
ページによる
本校教育活動
の情報発信に
も努めた。総
合学習を本年
度より普通
科、探究科共
に体系的に取
り組むキャリ
ア教育をス
タートした。
その結果がア
ンケート結果
にも表れ始め
ている。今後
一層体系的に
総合学習に取
り組むことに
より,生徒の進
路意識の向上
に努めたい。

Ｃ

本年度の重点目標 活動計画

⑦

補習授業
の充実

進路情報
をはじめ
とした本
校教育活
動の情報
発信

①
進路意識
の高揚

課題

②

⑥


